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令和７年（2025 年）３月 

つくば市生活環境部環境衛生課 



■ 意見集計結果 

 

 令和６年（2024 年）12 月９日から令和７年（2025 年）１月８日までの間、（つくば市一般

廃棄物処理基本計画(案)）について、意見募集を行った結果、８人（団体を含む。）から

41 件の意見の提出がありました。これらの意見について、適宜要約した上、項目ごとに

整理し、それに対する市の考え方をまとめましたので、公表します。 

 

 提出方法別の人数は、以下のとおりです。 

提出方法 人数（団体を含む。） 

  直接持参             ０人 

  郵便             ０人 

  電子メール             ０人 

  ファクシミリ             ０人 

  電子申請             ８人 

     合 計             ８人 

 

 

 

 

■ 意見の概要及び意見に対する市の考え方 

 

○ 第 2 編 ごみ処理基本計画について 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

１ （本編 38 ページ） 

基本理念が「資源循環から

持続可能な社会をめざすま

ち」となっているが、最後の

「まち」は必要か。 

 

 

１件 今回は中間見直しであるため

原案どおりとさせていただき、

いただいた御意見は第４次計画

を策定する際の参考とさせてい

ただきます。 

２ （本編 37 ページ、38 ページ） 

38 ページに掲載している

基本理念と基本方針を説明

する図は、37 ページの先頭に

移すべきだと思う。 

 

 

１件 いただいた御意見を踏まえ、

38 ページに掲載していた基本理

念と基本方針を 37 ページの冒頭

に移しました。 



３ （本編 49 ページ） 

【減量化・資源化の方向

性】に記載している内容は平

易、具体的でわかりやすいと

思うが、大量生産・大量消費

の時代に生活してきたもの

にとっては、実生活で実行す

るには至らないものである。

目指すべき生活スタイルを

イラスト等で表現したペー

ジを追加していただきたい。 

１件 施策 1-1-2(エ)「効果的な情報

発信方法の検討」における具体

的な取組として、多くの市民の

目に触れる啓発用チラシやパン

フレット、ホームページや SNS

での啓発資料を作成する際に

は、イラストを挿入するなどわ

かりやすく伝わりやすい情報発

信に努めることで、生活様式や

消費スタイルの見直しにつなが

るように努めていきます。 

 

 

４ （本編 49 ページ） 

 施策 1-1-1（ア）について、

「ごみの出し方カレンダー」

に記載されている外国語の

文字が小さいため、「ごみの

分け方・出し方ガイド」や「ご

みの出し方カレンダー」の外

国語版をホームページから

ダウンロードできるように

するのはどうか。また、外国

語を使っている方の意見は

どうなのか。 

 

１件 現状、ごみ分別アプリ「さん

あ～る」では、7 か国語に対応し

ており、「ごみの分け方・出し

方ガイド」の外国語版の要望は

環境衛生課への直接のご意見と

してはそれほど多く受けていま

せん。しかし、カレンダーと一

緒に配布している「ごみの分け

方・出し方ガイド」の情報量が

少ないため、充実した外国語版

の作成等を行っていきます。 

 

５ （本編 49 ページ） 

 施策 1-1-1（ア）について、

ごみ出しに関する情報に視

覚障害者がアクセスできる

よう、「ごみの分け方・出し

方カレンダー」に読み上げ機

能の追加やごみの分別アプ

リ「さんあ～る」の開発元へ

読み上げ機能追加の要望を

お願いしたい。 

 

 

１件 本計画でも視覚障害者の方が

情報収集できるよう、テキスト

データ版を作成し、ホームペー

ジに公開する予定です。 

カレンダーへの読み上げ機能

の追加や開発元への継続的な要

望も含め、今後も視覚障害者の

情報アクセスの充実に努めてい

きます。 



６ （本編 50 ページ） 

 施策 1-1-2（ア）について、

ホームページでごみの出し

方を調べると文字での説明

が多く、イラスト等の一目で

分かるものがなかなかない

ため、視覚で理解できるイラ

ストを用いる等の工夫をし

てほしい。 

 

 

１件 より分かりやすいホームペー

ジとなるよう努めていきます。 

７ （本編 50 ページ） 

 施策 1-1-3 について、スマ

ートコンポストの実験をや

ってみたい自治会を募り、実

証実験を行ってほしい。ま

た、簡単な電気修理の講習会

や電子基盤の金を利用した

スノードーム作り等のリサ

イクルイベントを開催して

ほしい。 

 

 

２件 具体的な御提案をいただきあ

りがとうございます。 

今後施策を実施していく上で

の参考とさせていただきます。 

 

８ （本編 50 ページ） 

 施策 1-1-4（ア）について、

牛乳パックよりも、希少金属

が含まれている小型家電を

扱ったほうが時代に合って

いるのではないか。また、小

中学校だけではなく、自治会

で集めて学校に集約する仕

組みを作れないか。 

２件 小中学校での牛乳パック回収

は、児童・生徒への環境意識向

上として、多くの家庭で身近か

つ取り組みやすい牛乳パックを

対象品として長年、継続して実

施しています。 

リサイクル回収する量を増や

す観点からは、学校での牛乳パ

ック回収以外にも、店頭回収に

よる小売事業者の取組等、様々

なルートがありますので、施策

を実施していく上での参考とさ

せていただきます。 

 

 



９ （本編 51 ページ） 

 施策 1-1-5 について、各大

学のごみの排出状況を市で

把握し、市がごみ減量及びリ

サイクルについて働きかけ

たことによる効果を検証し

てはいかがか。また、大学内

に店頭回収のような拠点の

設置を提案してはどうか。 

 

１件 具体的な御提案をいただきあ

りがとうございます。 

大学等と連携し、ごみ減量及

びリサイクル意識の向上に努め

ていきます。 

10 （本編 51 ページ） 

 施策 1-1-6 について、生活

系ごみと事業系ごみの分別

方法が異なっていることに

従業員は疑問を抱くのでは

ないか。また、分別を行うと

回収料金が高くなるため、青

森県のオフィス町内会のよ

うな仕組みを構築し、資源物

の分別を行っている中小企

業を支援するのはどうか。 

１件 廃棄物の処理及び清掃に関す

る法律及び関連法令により、分

別種類を含め廃棄物の処理方法

は事業所と家庭で異なっていま

す。 

 分別排出はごみ処理の出発点

ですので大変重要です。事業者

に対する啓発について、施策

1-1-6「事業者への情報提供や意

識向上の強化」及び施策 2-2「事

業系ごみの排出管理の強化」等

で、これまで以上に取り組んで

いきます。 

11 （本編 51 ページ） 

 施策 1-2-1（ア）について、

資源ごみの分別回収に積極

的に取り組んでいる中小事

業者にも活動の支援を考え

る。 

１件 事業者に対する取組として、

施策 2-2-2「事業系資源ごみの資

源化の促進」において検討して

いきます。 

12 （本編 52 ページ） 

 施策 1-2-1（ウ）について、

小売店が市で処理できない

処理困難物を販売だけでは

なく、処分まで担っているよ

うな場合、小売店をエコ・シ

ョップとして認定するよう

な制度を検討してほしい。 

 

１件 1-2-1(ウ)に記載している「エ

コ・ショップ認定制度」は、茨

城県が制度設計している事業で

す。 

いただいた御意見につきまし

ては、今後の参考とさせていた

だきます。 



13 （本編 51 ページ） 

 施策 1-2-1（エ）及び（キ）

について、耐久消費財のリユ

ース支援やベッドマットレ

スの処分にかかる金額を公

開し、処分するか否かの再考

を促す等の試みを行ってほ

しい。 

１件  施策 1-2-1(エ)「不用品等のリ

ユースの促進」及び(キ)「民間

事業者と協力した資源化の推

進、民間ノウハウの活用」を実

施する上での市民への行動につ

ながる啓発方法の参考とさせて

いただきます。 

 

14 （本編 53 ページ） 

 施策 1-3-2 について、益子

市で行っているような生ご

みを回収し、製品として使え

る堆肥になるまで熟成させ

る仕組みを研究する。 

 

１件 いただいた御意見も参考にし

ながら、本市でできる生ごみの

資源化を検討していきます。 

15 （本編 53 ページ） 

 施策 1-3-2 及び施策 1-3-3

について、バイオマス資源

（生ごみ、剪定枝、落ち葉、

刈り草、刈り芝など）を焼却

するのではなく、資源として

の再利用、リサイクルを検討

する。 

１件  現在焼却しているごみの中

で、資源化できるものについて

は、できるかぎり資源化するよ

う、引き続き検討していきます。 

 

16 （本編 53 ページ） 

 施策 1-3-4（ア）について、

小型家電の回収品目や回収

場所を増加させたことによ

る効果を調査し、小型家電リ

サイクルを促進させる。 

 

２件 小型家電については、現在 12

品目の回収を行っています。今

後、小型家電の回収促進に向け、

費用対効果等を考慮しながら、

品目数の拡大等に努めます。 

17 （本編 53 ページ） 

 施策 1-3-4（イ）について、

今後、高齢者が増えることに

より、紙おむつの排出量が増

加することが見込まれるた

め、紙おむつのリサイクルを

検討する。 

２件 紙おむつは、少子高齢化に伴

い今後さらに排出量が増加する

ことが見込まれていますが、紙

おむつのリサイクルを実施して

いる自治体はまだまだ少ない状

況です。そのため、まずは他市

町村の先進事例の調査研究を行

っていきます。 



18 （本編 53 ページ） 

 施策 1-3-4（ウ）について、

必ずしも先進的な方法にこ

だわらず、現在他自治体で行

われている取組についても

積極的に取り入れていくこ

とが大切だと考える。 

１件 1-3-4(ウ)の施策の取組内容

については、先端的な方法に限

らず、他自治体で実施されてい

る本市で取り入れていない方法

は先進的な方法と捉えていま

す。より意図が伝わるよう、施

策の内容を修正しました。 

 

19 （本編 56 ページ） 

 施策 2-2-2（ア）について、

事業所から排出される紙類

等の資源ごみの回収システ

ムの構築に取り組んでほし

い。 

 

３件 いただいた御意見も参考にし

ながら、事業所から排出される

資源ごみの資源化促進の仕組み

を検討していきます。 

 

20 （本編 56 ページ） 

 施策 3-1 について、クリー

ンセンターやリサイクルセ

ンターの適正な維持管理の

ため計画を立てる。 

１件 現在、つくばサステナスクエ

アのごみ処理施設は長寿命化計

画（2014 年度から 2029 年度）を

もとに維持管理を行っていま

す。 

今後は、2030 年度からの計画

を策定し、適正な維持管理に努

めていきます。 

 

21 （本編 57 ページ） 

 施策 4-2 について、市内へ

の建設を含めた最終処分の

在り方の検討を行う。 

 

４件 いただいた御意見を踏まえ、

施策 4-2（ウ）の施策名及び施策

の内容を修正しました。 

22 （本編 57 ページ） 

 施策 5-1 について、一般廃

棄物会計基準を取り入れて

ほしい。 

 

１件 一般廃棄物会計基準を導入す

ることで把握できる情報等を踏

まえ、検討していきます。 

 

 

 

 

 



○ 資料編 １．ごみ処理の現状について 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

１ （資料編 14 ページ） 

 ごみ処理経費の本文で「資

源ごみについては、売却する

ことで収入となっているも

のもありますが、有償で引き

取ってもらうものもありま

す」と記載があるが、市の財

政がマイナスとなるような

資源物については、より低コ

ストな方法で処分すべきで

はないか。 

1 件  本計画の上位計画である循

環型社会形成推進基本計画にお

いては、循環経済への移行が重

要な政策課題であると捉えられ

ています。 

循環型社会形成推進基本計画で

は、重点分野別に 5 つの柱が設

定されており、柱別に「循環型

社会形成に向けた取組の進展に

関する指標」を設定しています。

ごみ処理に関する指標として、

「1 人 1 日当たりごみ焼却量」が

定められており、国全体でごみ

焼却量を削減することが求めら

れています。このような計画等

との整合を図るために、本市に

おいても循環経済への移行に向

け、コスト面も考慮しながら、

焼却処理量の削減に努めていき

ます。 

 

 

○ 資料編 ３．ごみに関するアンケート調査結果について 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

１ （資料編 86 ページ） 

 アンケート調査結果にも

同様の記載があるが、一般家

庭で発生したレンガ、コンク

リートブロック片、残土など

の廃棄をお願いしたい。 

１件 御意見をいただきありがとう

ございます。 

市で処理できないものについ

ては、市内に所在している民間

の処分業者の紹介を行っていま

す。 

 

 

 

 

 

 



○ その他の意見について 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

１  本計画の改定版では、ここ

数年の施策や課題について

十分検討されています。 

 ごみ減量についても前回

の基本計画の目標値を上回

っており、課題や施策につい

ても分かりやすく表現して

ある。より具体的に取り組む

施策を着実に進めていただ

きたい。 

 

１件  御意見ありがとうございま

す。今後も施策を着実に進めて

いきます。 

２ さまざまな提案について、

一般廃棄物減量等推進審議

会を中心に小グループでの

議論、調査を進める。 

 

１件  御意見をいただきありがとう

ございます。今後の参考にさせ

ていただきます。 

３ 段ボールコンポストの無

料配布を行っているが、そろ

そろ有料にしてもよいので

はないか。 

１件 段ボールコンポストを配布し

た方に対するアンケートの結果

や減量効果等を考慮しながら、

より効果的な方法を検討してい

きます。 

 

４ ペットボトルのリサイク

ルを行う際には、膨大な水、

燃料、電気エネルギーや人件

費がかかっているため、これ

らの全てを考慮すると決し

て省エネルギーになってい

ないのではないか。ペットボ

トルをリサイクルするので

はなく、燃やせるごみとして

集めたらどうか。 

１件  御意見のとおり、ペットボト

ルを含めたプラスチック類のリ

サイクルを推進するにあたり、

費用やエネルギー消費、温室効

果ガスの排出、市民の手間とい

った様々な観点で評価し、最適

な方法を検討する必要がありま

す。 

 施策 1-3-1「プラスチック類の

資源化の推進」において検討を

進める上での参考とさせていた

だきます。 

 

 



５ 薬のシートや油付きのペ

ットボトルに関する先行事

例をつくば市でも実施して

ほしい。 

２件  具体的な御提案をいただきあ

りがとうございます。 

 施策 1-3-1「プラスチック類の

資源化の推進」を実施していく

上での参考とさせていただきま

す。 

 

６ つくば市内のパン屋で日

々廃棄されているパンを通

販等で販売することはでき

ないか。 

１件 施策 1-3-4「減量化・資源化に

おける先進的な取組(ウ)先進的

な減量化・資源化の取組」にお

いて、ライフスタイルの変容や

社会課題に対応する方法を検討

する上での参考とさせていただ

きます。 

 

７ 充電式電池等による火災

事故が全国的に発生してい

るため、注意喚起や安全に回

収できる方法の対策が必要

ではないか。 

１件 本市においても収集運搬時や

処理施設での破砕時に火災が生

じております。施策 2-1-4「有害

ごみの回収体制の再整備(イ)有

害ごみ、危険なごみの排出方法

に関する周知」において、近年

火災事故が相次いでいることを

踏まえ、分別区分や回収方法を

改めて検討するとともに、排出

方法や混入の危険性について周

知徹底を図ります。 

 

 



■ 修正の内容 

 

○ 第１編 共通について 

修正前 修正後 

４ページ「図 1-4 廃棄物の区分」 

 

４ページ「図 1-4 廃棄物の区分」 

 

※パブリックコメントによるものではありませんが、つくば市一般廃棄物減量等

推進審議会での意見を踏まえて修正します。 

 

○ 第２編 ごみ処理基本計画について 

修正前 修正後 

37 ページ 

 

37 ページ 

 

枠内が本計画の対象範囲

廃棄物

産業廃棄物

生活排水

一般廃棄物

生活系ごみ
ごみ

事業系ごみ

粗大ごみ

可燃ごみ、不燃ごみなど

事業活動に伴って生じた廃棄物のうち法令で定められた２０種類の廃棄物※2

特別管理産業廃棄物※3

特別管理一般廃棄物※1

市
町
村
に
処
理
責
任

事
業
者
の
処
理
責
任



修正前 修正後 

38 ページ 

 

38 ページ 

 

53 ページ 

1-3-4（ウ）先進的な減量化・資源化

の取組（気候市民会議提言関連） 

 

ライフスタイルの変容や社会課題

に対応するため、ごみ自動分別技術

の導入検討等、研究学園都市として

の市の特性を生かし、収集や処分方

法に関して調査研究や事業手法の検

討を行います。 

53 ページ 

1-3-4（ウ）先進的な減量化・資源化

の取組（気候市民会議提言関連） 

 

ライフスタイルの変容や社会課題

に対応するため、ごみ自動分別技術

の導入検討等、研究学園都市として

の市の特性を生かしつつ、他市町村

の事例も参考にしながら収集や処分

方法に関して調査研究や事業手法の

検討を行います。 

 

57 ページ 

4-2（ウ）最終処分の在り方の方針の

検討 

 

 引き続き、長期的な視点での本市

における最終処分の在り方について

検討します。 

 

57 ページ 

4-2（ウ）最終処分の在り方の検討 

 

市内での最終処分場の整備を含め

た焼却灰の処分方法の在り方につい

て検討を進めます。 

 

※この他、パブリックコメントによるものではありませんが、記載内容に変更の

ない範囲で誤記や表現等を修正しました。 


